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ＨＡＮＤＳの活動を知ったのは今から一年半前のこ
とです。私自身も外国人児童生徒で、かつての私と
同じ状況に立たされているこどもたちの力になれないも
のかと思い、この活動に興味を持ち、参加することに
しました。
現在は、ＨＡＮＤＳプロジェクトの学生ボランティアと
して、週に一度、県東部の中学校へ行き、中国出
身の中学３年生Ｒ君の学習支援をしています。生徒
本人は公立高校への進学を希望していて、勉強に対
する意欲にはすごいものがあります。しかし、日常会
話ができていても、授業で使う日本語はまた違うもので
あり、外国人生徒にとっては理解するのには時間が
宇都宮市内の中学校で、３年生女子生徒の学習
支援をさせていただきました。受験を控えた大切な一
年を担当するということで、試験で役に立つ数学を一
緒に勉強することになりました。授業に入り込み、先
生の解説の捕捉をしたり、練習問題を一緒に解きなが
ら先生の話を聞いても理解できなかった部分の説明を
したりしました。
支援を始めたころは、コミュニケ シーョンをとることが
最も難しかったです。言葉の壁というよりも、中学生と
私は昨年の５月から、県央の小学校１年生、パキ
スタン出身男子児童の支援に行かせていただいていま
す。そもそも学校での支援ボランティア活動を行うのも
初めてなのに、外国人児童への支援ということで、と
ても不安でいっぱいでした。力不足の私がボランティア
に入っても、先生方や子どもたちに迷惑をかけてしまう
のではないかと思っていましたが、実際に行ってみると、
先生方には優しく接していただき、子どもたちには「お
はようございます」と元気よく声をかけられ、心強かっ
たです。なにより、緊張していた私に最初に近づいて
きてくれたのが、そのパキスタン出身の子どもで、人懐っ
こい彼と一番早く仲良くなれてとても嬉しかったです。
彼は、日常会話にはほとんど困らないのですが、
学習言語には度々困っています。日本の生活習慣や
文化がわからなかったり、漢字などの文字を記号のよ
かかります。私は、少しでも授業に対する彼の理解度
を高められるように支援をしています。本人が理解でき
るまで、彼のペースに合わせて一緒に勉強しているの
です。
この活動を通じて、外国人生徒と接する時、彼ら
の立場に立って考えることが重要であり、こちら側の言
いたいことをわかってもらえるまで時間をかけ、根気よく
向き合うのが大切だと思いました。外国人児童生徒が
増加している反面、まだ外国人児童生徒問題を考え
る人は少ないのではないかと思います。ＨＡＮＤＳプロ
ジェクトの活動が周知されることで、もっと多くの人々に
この問題を知ってもらえるのではないかと思います。
どのような接し方をすべきなのか、多くの生徒がいる
中に自分が支援に訪れることについて本人がどう感じ
ているのかがとても不安でした。しかし、この一年を
通して信頼関係を築く中で、一人でも多くの大人が関
わって、頼れる存在がいることを示してあげるだけでも、
本人の役に立つことが出来るのではないかと感じるよ
うになりました。自分がどれくらい力になれているのか、
すぐには分からなくても、継続して関わることが大切な
のだと思います。
うに思っていたり、言葉の意味を理解するのが難しい
ようで、国語や算数の文章問題には苦戦しています。
しかし、表情や言動には何かしら意味があるわけで、
その細やかな意味を私たちが気づき、少しでも彼の悩
みの解消に努めることが大切なのだと感じました。きち
んと向き合い、相手の気持ちの理解に努めれば分か
り合えるということを私も学びました。どう支援すればよ
いのか、毎日試行錯誤の繰り返しでしたが、少しずつ
分かり合えているということを実感することができました。
互いに気づき合い、学び合うということの大切さを
改めて理解することができ、また、子どもたちの成長も
実感でき、毎週のボランティアの時間が楽しみになっ
ています。私にはほんの少ししかできることはないけれ
ど、彼らのためになるなら、どんなことでも地道に続け
ていきたいと思っています。
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